
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座・体験メニュー 

心のバリアフリー講座 

「心のバリアフリーってなぁに？」を障がい当事者講師と一

緒に学びます。社会の中のバリアに気づく力やバリアを取り

除くために一人ひとりができること（気遣いや合理的配慮

等）を考える力を育みます。 

高齢者疑似体験 

ヘッドホンや特殊メガネ、手足の重りなどを付けて高齢者の

日常を体験します。加齢による身体的変化を学ぶだけでな

く、心情を理解することで高齢者への接し方や思いやりの気

持ちを育みます。               （小学 5年生以上） 

車いす体験 

車いすの基本的な操作方法を学ぶとともに、実際に車いす 

を使い「介助側・介助を受ける側」を体験します。 

                          （小学 5年生以上） 

手話講座 

聴覚障がい者へのコミュニケーションツールである手話の学

習を行います。簡単な挨拶や日常でも使える手話を体験し

ます。 

知的・発達障がい疑似体験 

外見からは分かりずらく、誤解されやすい知的・発達障が

い。疑似体験により、当事者の「困り感」や「戸惑い」を体験

し、どのような「寄り添い」や「手助け」が必要かを学びます。 

視覚障がい者体験 

全盲（全く視力がなく、光も入ってこない状態）や弱視（視力

障がい、視野が狭くなる状態等）の疑似体験を行います。 

 《体験》・点字体験 ・手引き歩行体験（歩行介助も含む）等

また、障がい当事者講師より「普段の生活の様子」や「これま

での経験談」など、お話を聞きます。 

障がいスポーツボッチャ 
パラリンピック競技種目である「障がい者スポーツボッチャ」

のルールを聞き、実際に体験します。 

やさしい日本語講座 

国籍、年齢、障がいのあるなしにかかわらず、誰にでも分か

りやすく、伝わりやすい「やさしい日本語」の理解を深め、実

践してもらう講座です。 

申込み・問い合わせ先 

 

ご希望の内容を組み合わせる事もできます♪ 

まずはお気軽にご相談ください 

 

ふくし教育は、「思いやりの心」と「ともに生きる力」を育みます 

福島市社会福祉協議会 （ボランティアセンター） ☎024-533-2821 

 



 

 

 

心のバリアフリー出前講座 実施までの流れ 
 

福島市社会福祉協議会では、学校や企業、団体等のニーズに合わせて福祉講座をご案内する 

コーディネート事業を行っております。ぜひお気軽にご相談ください。 

 

１． 社協へ講座の依頼 

 

 講座開催日の一カ月前までに電話連絡にてご相談ください。 

 【問い合わせ先】福島市社会福祉協議会 （ボランティアセンター） 

       TEL：024-533-2821 FAX：024-533-8879 

（営業時間：8時 30分～17時 15分） 

 

 

２． 決定内容の確認 

 

講座の講師が決定しましたら、FAX等でお知らせいたします。 

 

 

 

３． 講師依頼文書の作成・送付 

 

講師宛ての講師依頼文書を作成いただき、原本を講師へ、その写しを本会宛まで送付ください。 

 

 

 

４． 講師と依頼先にて打合せ 

 

５． 実施 

 

６．受講報告書の提出 

 

  アンケートや感想文等がありましたら併せて送付ください。 

 

 

７．終了 

 

 


